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三田社会学第11号(2006)

書評:大 石 裕著

『ジャーナ リズム とメデ ィア言説』勁 草書房 、2005年

浜 日出夫

 本 書は著者が満 を持 して取 り組んだジャーナ リズム論であ る。 あ とが きによれ ば、著者のジ

ャーナ リズムに対す る関心は学部生の ころに さかのぼる。 だが、著者 はす ぐにジャーナ リズム

研究 に取 り組むのではな く、いったんマス ・コ ミュニケー シ ョン研 究へ と迂回す る。 それ は、

「数 多 く出版 されてい るいわゆるジャーナ リズム批判の文献の多 くが、研 究書 としては刺激 的

でな く、平板 に思えたか らで あ り、それ ゆえに、マス ・コミュニケー シ ョン、特 に政治 コ ミュ

ニケー シ ョンの視 点を 自分 な りにあ る程度確立 してか らジャーナ リズム研 究に取 り組む必要性

をっね に感 じていたか らである」(266頁)。 著者のマス ・コミュニケーシ ョン研究の成果は前

著 『政治 コ ミュニケー シ ョン』(勤 草書房 、1998年)に 結 実す る。そ して、本書 は、著者 が こ

の成 果 をふ ま えてい よい よジャーナ リズ ム研 究に取 り組 み、 「長 年の宿題 を仕上 げた」(266

頁)も のであ る。

 評者は本 書のジャ0ナ リズム論 としての意義 を専門的に批評す る能力 も資格 ももたない。 そ

れ は しか るべき場所で しか るべ き評者 によってな され るはずで ある。評者 はここでは本 書をふ

たっの観 点、す なわち本書が社会学理論 に とって もつ意義 とい う観 点 と、集合的記憶研 究に と

って もつ意義 とい う観点か ら論 じるこ とに したい。

 著者 がジ ャーナ リズ ムを捉 える さいの基本 的 な視 点は 「社 会の 中のジ ャー ナ リズム」(60

頁)と い う言葉の うちに要約 して示 されてい る。 その背景 には、戦後 日本の ジャーナ リズム論

とマス ・コ ミュニケー シ ョン論 に関す る著者の次の よ うな認識が ある。 「日本社会 において ジ

ャーナ リズム論は、ジ ャーナ リズムの組織や個 々のジャーナ リス トが抱 く思想 やイデオ ロギー

に着 目しつつ、 ジャーナ リズムの現状 を批判す るこ とで、お もに規範的観点か らジャーナ リズ

ム論を展 開 して きた。 ところが 日本の経験 主義 的マス ・コミュニケー シ ョン論 は、受 け手に対

す るマス ・メデ ィア効 果の問題 に関心を集 中 させ て きた」(47頁)。 ジ ャーナ リズム論が コミ

ュニケー シ ョンやマス ・コ ミュニケーシ ョンの全体か らジャーナ リズ ムだけを取 り出 した うえ

で規範 的観点 に立って批判 を展開す る一方 、受 け手研 究中心のマ ス ・コミュニケー シ ョン論で

は送 り手 であるジ ャーナ リズム に関す る研究が手薄になっている、 これ こそ著者が ジャーナ リ

ズム批判 の文献を 「平板」で あると感 じた理 由で あった。本書 は、 この よ うな規範的ジ ャーナ

リズム論 と経験的マス ・コ ミュニケーシ ョン論の分離 とい う状況 を乗 り越 え、ジャーナ リズム

を社会 の中に位 置づ け、「マス ・コミュニケー シ ョン論 としてジャーナ リズム論 を再構成す る」

(66頁)と い うきわめて野 心的な課題 に取 り組 んだ ものである。著者 のマ ス ・コ ミュニケ0
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シ ョン研 究への迂回は このために必要 とされ たものであった。

 「社会の中のジャーナ リズム」 とい う本書 の視点の背景 にはジャーナ リズム論 とマス ・コミ

ュニケーシ ョン論 の分裂 とい う戦後 日本の学問状況があ るだけではない。 それ は 日本社会の変

容 によって要請 された もので もある。著者 は この変容 を 「文化 の政治化 」(5頁)と 呼ぶ。 そ

れ は 「権力や支配 とい ったま さに政治的な領域や現象の 中で、文化の重要性 が増大 し、それに

対す る注 目が高 まってきた こ と」(5頁)を 指 してい る。 これは逆に見れば、政治 とい う領域

が、従来考え られて きた政治家 、官僚、圧力 団体 といった政治 エ リー トの活動や 、投票行動の

よ うな制度化 された政治的行為 には限定 され な くな り、文化 とい う領域に拡 大 してい った こと

を意 味 してい る。 そ して、 この 「政治 の拡 大」(6頁)と い う現象 の中心 に位 置す るのがマ

ス ・メデ ィアや ジャーナ リズムである。 従来のジャーナ リズム論 において も 「第4の 権力」 と

してのマ ス ・メデ ィアに対す る批判は行なわれて きたが、 「文化の政治化 」が進行 す るなかで

注 目され るよ うにな ったのはマス ・メデ ィアやジ ャーナ リズムが有す る 「不可視 の権力 」(11

頁)と い う側面 である。 それ は、 た とえば選挙報道が投票行動 に影響 を与 えるとい うよ うな 目

に見 える権 力行使ではな く、社会 の支配的価値観 に したがってニュース ・バ リューが判断 され 、

それ に したがって生産 されたニュースがまた社会の支配的価値観 を再生産す る とい うニ ュース

の生産過程 そのものの 中に埋 め込 まれている 目に見 えない権力行使で ある(90頁 以下)。 そ し

て、その よ うなジャ0ナ リズムのもつ 「不可視 の権力」を問題 にす ることは、必然的 に社会の

中にジャーナ リズムを位 置づ け、社会全体の価値観 とジャーナ リズムの関係 を問 うことを要請

す るのである。

 この よ うに学 問状況 と社会変容の両者 に うながされて 「社会 の中のジャーナ リズム」を捉 え

るた めに、著者 はマス ・コミュニケーシ ョン研究の理論 と方法 の刷新 を図 る。

 まずマス ・コ ミュニケーシ ョン研 究の理論的刷新のために、著者は戦後 のマス ・コミュニケ

ー シ ョン研 究に大 きな影響 を与 えて きたアジェンダ設 定モデル の理論的展 開を再検討す る(第

四章)。 著者 によれ ば、ア ジェンダ設 定モデル は、マス ・メデ ィアや ジャーナ リズムによって

設定 されたアジェンダが一方 向的 に受け手の認知に影響 を与 えると捉 えている点で限界を有す

る。著者 は、アジェンダ設定研究か ら生まれた メデ ィア ・フ レーム研 究を、メデ ィア ・フ レー

ム とオーデ ィエ ンス ・フレームの相 互的な影響 を分析 の対象 とす る ことに よって、 「社会 の中

のジ ャーナ リズム」を捉 える うえで、大きな視座 転換 を果 た した もの として評価す る。 そ して

著者は、象徴的現実(メ デ ィア ・フレーム)と 主観 的現実(オ ーデ ィエ ンス ・フレーム)に 、

客観 的現実 を加 えた、三つ の現実が相互 に影響 を与えあ うなかで現実が社会的 に構 築 され る と

す る 「メデ ィア と 『現実』 の社会 的構 築」モデル に、 さらに独 自に時 間軸 を導入 した 「『現

実』の社会 的構築や構成 に関す る時系列 的モデル」(125頁)を 提案 してい る。

 また、この理論モデル の刷新に対応 して、著者 はマス ・コ ミュニケー シ ョン研 究の方法 の刷

新 も企 て る(第 五章)。 従 来のマス ・コミュニケ0シ ョン研究 にお ける主要 な方法 である内容

分析は、た とえば選挙報道の 内容分析 を行 ない、 これ と有権者の投票行動 の関係 を研究す る場
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合 に典型 的に見 られ るよ うに、 メデ ィアに よる受 け手に対す る一方向的な影響 を想定す るアジ

ェンダ設 定モデル と親和的な方法で あった。著者 は、 「社会 の中の ジャーナ リズム」、 とくにジ

ャーナ リズムの不可視の権力 を捉 えるために、メッセージの内容 にとどま らず 、その背景にあ

る社会的 ・歴史的文脈まで分析 の射程に含 める言説分析 お よび物語分析 とい う方法 を検討 して

い る。

 戦後の 日本 では、 日本新 聞学会(現 日本マ ス ・コ ミュニケー シ ョン学会)が 早 くか ら 日本社

会学会 と独 立 した組織 として成立 した事情 もあって、マス ・コミュニケーシ ョン論が社会 学理

論 とは独 自に発展 を遂げてきたよ うに思われ る。 ジャーナ リズム論 とマス ・コミュニケーシ ョ

ン論の分離 があるだ けではな く、 あるいはそれ以上にマス ・コミュニケーシ ョン論 と社会学理

論の分離 は大 きい。 社会 の全体か らジャーナ リズムが切 り離 されて論 じられ てきただ けではな

い。 これ は ジャーナ リズム を切 り離 して社会 が論 じられ て きた とい うことも意 味 してい る。

「社会 の中のジャーナ リズム」 とい う著者 の視点 は、たんにジャーナ リズムを社会の 中に位置

づける ことによってジャーナ リズム論の刷新 を求 めてい るだけではな く、ジャーナ リズムを組

み込んで社会 を論 じることの必要性 を示す ことによって社会学理論の刷新 を も同時 に求 めてい

るのであ る。 個人的には、60年 代 にでてきたバ ーガー とル ックマ ンの 「現 実の社会 的構成」

とい うモデルが完成 度が高かったためにかえって社会学理論 の側 では十分継承 され ない ままに

終わって しまったのに対 して、 ジャーナ リズム論 において独 自の豊かな発展 を遂 げて きた こと

を本書で知 り、不勉強 を恥 じるとともに、率直に驚き も感 じた。 これ は、 「社会 の中のジャー

ナ リズム」 とい う視点がジャーナ リズム論 に とって重要な意義 を有す るだけではなく、社 会学

理論 に とっても大 きな意義 をもつ ことを示 してい る一例 にす ぎないであろ う。

 また著者 の 「『現実』 の社 会的構築 や構成 に関す る時系列 的モデル 」は時間軸 を組み込 んで

い ることによって集 合的記憶研究 にとって も重要 な意義を もつ ものとなっている。 このモデル

では、客観的現実(社 会 的出来事)・ 象徴 的現実(ニ ュース)・ 主観的現実(社 会 レベルでの認

知 ・態度 ・行動)の 三つの現実が相互に影響 しあいなが ら時間の経過 とともに動態的に変化 し

てい くことが捉 えられている。そ して、著者 はこのプ ロセスの中に集合的記憶 とい う要素を組

み込む(128頁 以下)。 すなわち、あ る社会 的出来事がジ ャーナ リズムに よってニュース とし

て報道 され るこ とによって、それが人々の集合的記憶 と して沈殿す ると、 この集合的記憶を利

用 してあ らたな社会的出来事が作 り出 され 、また この集 合的記憶 をフ レーム としてこの社会的

出来事がニュース として報道 され、 さらにそれが 同 じ集 合的記憶 をフ レーム として人々 によっ

て受容 され てい く、 この よ うなプロセスを通 して集合的記憶 が再生産 され てい くのであ る。 そ

して著者 は、第六章 「集合的記憶 とマス ・メデ ィア」 と第七章 「メデ ィア ・イベ ン トの政治

学」において、ホロコース トとい う社会的出来事 と、 この出来事 についての、それ 自体 メディ

アを通 して作 られた集合的記憶 にもとついて作 り出されたホ ロコース ト・メモ リアル ・デイ と

い う社会的出来事 を事例 として、集合的記憶 がメデ ィアを通 して生産 ・再生産 されてい くプロ

セ スを具体的に分析 している。
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 評者 は ここ数年広島の原爆忌 をフィール ドとして原爆 の記憶 に関す る調査 を行な っているが、

著者 のホ ロコー ス トの集合 的記憶に関す る研究か らは学ぶ ところ大であった。 とくに第六章に

お ける記憶 の場 とメデ ィアのかかわ りに関す る分析はたいへ ん刺激的であった。アル ヴァック

ス以来、集合的記憶 と空間 ・場所の関係 は集合的記憶研 究のひ とつの焦点 となってい る。著者

もまた、ホ ロコース トが集合的 に想起 され る特権的な場所 として、ホ ロコース ト記念館や ア ウ

シュヴィッツ、ア ンネ ・フランク ・ハ ウスな どを取 り上げている。著者 はそれ に とどま らず 、

さらに これ らの場所 とこれ らの場所 についてのマ ス ・メデ ィアによる報道 との関係 を考察す る。

集合的記憶 と場所の関係 についての研 究、メデ ィアに よる報道 を用いた集合 的記憶の研 究はそ

れぞれ数 多 くあるが、両者 を関連づ けた研究 は少 ない。 た しかに原爆 ドームの前 に立つ人のほ

とん どは、は じめて原爆 ドー ムを見 るわけではなく、あ らか じめメデ ィアに よる さまざまな報

道 に触れた うえで、原爆 ドームを見ているはず なのである。 この両者 の関係 、現場 に立つ経験

とメデ ィアの報道 を通 して作 られ る経験の関係が今後の集合 的記憶研 究の重要 なテーマである

こ とを示 した ことは本書の大きな意義である。 また この関係 を分析す るために著者 によって導

入 され てい る 「メデ ィアの現場」(207頁 以下)と い う概念 もまたたいへん興 味深 い ものであ

る。またイギ リスのホ ロコース ト・メモ リアル ・デイ をメデ ィア ・イベ ン トとして分析 し、そ

れ と集合的記憶 の関係 を考察 した第七章 も、広 島原爆忌をメデ ィア ・イベ ン トとして分析す る

可能性 を示唆す るもの としてたいへん興味深 かった。

 最後にひ とつだ け感想 を述べてお きたい。 じつ は評者 はアンネ ・フランク ・ハ ウスが 「権力

性」 とい う言葉 を用いて分析 されてい るのを読んで一瞬 ドキ リとした(210頁 以 下)。 それ は

たん にナチスによって捕え られ強制収容所 で死んだユダヤ人 の少女 と 「権 力性」 とい う言葉 が

そ ぐわない とい うことではない。著者 の言 う 「権力性」が、メデ ィアの権 力作用 を通 して場所

が帯び るよ うになった 「権力性」の ことである とい うことを理解 したあ とで も、や は りあ る違

和感が残った。それはた とえば 「原爆の子 の像 の権力性 」 と書 くことにため らいを感 じて しま

うこと と関係 してい るよ うな違和感 で ある。 「原爆 の子の像」 が著者 の言 う意 味での 「権力

性」 を帯びていることは明 らかである。 しか し 「原爆の子 の像 の権力性 」 と書 くとき、それ は

反射的 にその よ うに書いてい る者の立ち位 置(positionality)に ついての問い を呼び起 こして

しま う。それ は 「エ ノラ ・ゲイ の権力性 」 と書 くときと同 じである。原爆 の記憶 はパールハ ー

バーの記憶や 南京大虐 殺の記憶 な どが形作る戦争 の記憶 の磁場 の うちに置かれ てお り、原爆 の

子 の像 もア リゾナ記念館や 南京大虐殺殉難 同胞記念館 な どとともにこの磁場 の うちに立ってい

る。そ して、原爆の記憶について書 くとい う行為 もまた この磁場か ら自由ではない。それ は こ

の磁場の うちで 自ら権力性 を身 に帯びつつ書 くとい うことにほかな らない。言説分析 とい う方

法 自体 もともとその よ うな ものであった。 フー コーに よれ ば、言説の外部 には出 られないので

ある。 これは言説の記述が不可能で あるとい うことではない。言説 を記述す る とい うことが、

ある言説編成 の内部で、その言説編成 にパ フォーマテ ィヴに介入す る実践 として しか行なえな

い とい うことである。ホ ロコー ス トの記憶 もまたアメ リカ、 ドイ ツ、イスラエル、パ レスチナ
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な どが形作 る強 い記憶の磁場 の うちに置かれ ている。そ して、われわれ もまたそれか ら自由で

はない。ア ンネ ・フランク ・ハ ウスの 「権力性」 とい う言葉 を読 んだ ときに一瞬 ドキ リとして

しま うことそのものが、われ われ がメデ ィアによって作 られた集合的記憶 をす でにフ レーム と

して身 に着けて しまってい ることをなによ りも雄弁 に物語っている。著者は もちろんホ ロコー

ス トの記憶が置 かれてい るこのよ うな磁 場につ いて十分注意を払 ってい る。 それ ゆえにこそ こ

の磁場 の中での著者の 立ち位 置が気 にな って しま うので ある。 アンネ ・フランク ・ハ ウス と

「権力性」 とい う言葉の結びつきに ドキ リとして しまったのは このこ とが気 になったか らであ

った。

[本 体価 格3,885円]

(はま ひでお 慶磨義塾大学文学部)
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